
令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について

文部科学省が今年４月に実施した、令和７年度全国学力・学習状況調査の結果について、本校の学力や学習の
状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、児童の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続
き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。

学力調査の結果

学力調査結果の中から、本校と全国の平均正答率（対全国比）をお知らせします。

＜学力調査結果の概要＞

○国語について

「話すこと・聞くこと」について、自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の
考えをまとめることができるかどうかをみる出題があった。

→自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめることはできてい
た。一方、目的に応じて、文章と図表などを結びつけるなどして、必要な情報を見つけることに課題がみられた。

○算数について

数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、小数や分数の計算の仕方について統合的、発展的に考察できるかを
みる出題や日常の生活を題材に、伴って変わる二つの数量を見いだし、それらの関係を考察したり、目的に応じて表やグラ
フからデータの特徴や傾向を考察したりできるかどうかをみる出題があった。

→異分母の分数の加法の計算をすることができているが、一方で、数直線上の1目盛りに着目し、分数を単位分数のいくつ
分として捉えることに課題がみられる。また、伴って変わる二つの数量の関係において、必要な数量を見いだすことはできて
いるが、百分率を用いる場面において、倍を使って捉えなおし表現することに課題がみられる。さらに、棒グラフから項目間
の関係を読み取ることはできているが、目的に応じて適切なグラフを選択し、出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数
を用いて記述することに課題がみられた。

○理科について

問題解決するまでの道筋を構想し、根拠のある予想や仮説を発想したり、解決方法を発想したりするなど、自分の考えを
持つことができるかどうかをみる出題や自然の事物、現象に働きかけることで得られた様々な情報について、要因や根拠を
見いだすことや観察実験などの結果について、その傾向を見いだしたり、考察できるかどうかをみる出題があった。

→赤玉土の粒の大きさによる水のしみこみ方の違いについて、結果やまとめを基に、他の条件での結果を予想することがで
きた。一方で、電気が通る回路のつくりについて理解し、表現することに課題がみられた。

※調査結果について
教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。

令和７年１０月８日
枚方市立五常小学校



国語科において成果があった設問

【成果が見られた設問】

＜問題の概要＞
目的に応じて、文章と図表などを結びつけるなどして必要な情報を見つけることができるかどう
かをみる





＜考察＞

設問3三（2）は、【資料1】を読み返し、年月とともに変化する言葉について、自分
が納得したことを【資料2】、 【資料3】、 【資料4】に書かれていることを根拠として
まとめる問題である。

本設問の正答率は70％となった。この結果から、児童は目的に応じて、【資料1～
4】の文章と図表などを関連づけながら、見つけ出すことができていると考えられる。

文章の要旨を捉えたうえで、図表が文章のどの部分と結びつくかを明らかにしな
がら、必要な情報を取捨選択・整理・再構成する力が、普段の授業の中で育成され
ていることを示している。

一方、設問3三（1）は同様の趣旨の問題であったにもかかわらず、正答率は
45.7％にとどまった。このことから、【資料1～4】の内容の大枠は理解しているもの
の、【話し合いの様子】の流れを的確に捉えることができなかった児童も一定数いた
と考えられる。

今後の授業は、複数の資料を関連づけて読む学習活動を設定し、それぞれの資料
の関係性を意識しながら読む指導を一層大切にしていきたい。



【成果が見られた設問】

＜問題の概要＞
日常生活の問題を解決するために、伴って変わる二つの数量を見いだし、それらの関係につい
て考察できるかどうかをみる

算数科において成果があった設問





＜考察＞

設問4（1）は、新品のハンドソープが空になるまでに何回プッシュできるかを調べ
るために、必要な事柄を選択する問題である。

本設問の正答率は88.6％であった。この結果から、児童は伴って変わる二つの数
量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができていると考えられる。

日常生活の問題を解決する際、一つの数量を調べにくい場合には、その数量と関
係のある他の数量を活用して考えることがある。今回の結果は、児童が事象を観察
し、二つの数量の関係に着目して必要な数量を導き出す力が、普段の授業の中で
育成されていることを示している。

一方、設問4（4）は、10％増量した詰め替え用のハンドソープの内容量が、増量前
の何倍になるかを選択する問題で、正答率は41.4％にとどまった。１を選択する誤
答がみられたことから、児童は「10％が百分率で0.1」であることは理解しているも
のの、「10％増量」とは、増量前の1.1倍になるという考え方まで結びつけられてい
ない児童が一定数いると考えられる。

今後の授業では、二つの数量の関係に着目して、必要な数量を見いだす活動に加
え、基準量・比較量・割合の関係を正しくとらえる指導を一層大切にしていきたい。



【成果が見られた設問】

＜問題の概要＞
赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、【結果】や【問題に対するまとめ】を基
に、他の条件での結果を予想して、表現することができるかどうかをみる

理科において成果があった設問





＜考察＞

設問1（3）は、【結果】や【問題に対するまとめ】から、中くらいの粒の赤玉土に水
がしみ込む時間を予想し、予想した理由とともに選ぶ問題である。

本設問の正答率は80.0％であった。この結果から、赤玉土の粒の大きさによる水
のしみ込み方の違いについて、 【結果】や【問題に対するまとめ】を基に、他の条件
での結果を予想して、表現することができていると考えられる。

【考えられる時間】を2と選んだ児童が98.6％とほぼ全ての児童であった。しかし、
およそ20％の児童は【考えられる時間を選んだ理由】について4と5を選択している。
このことから、得られた結果から規則性を見いだし、他の条件での結果を予想するこ
とができているとすると、選択肢の文章の読み取りに課題があったと考えられる。

今後の授業でも、二つの数量に着目し、必要な数量を見いだすとともに、基準量・
比較量・割合の関係を正しくとらえる指導を大切にするとともに、どの教科において
も、題意の読み取り、会話の中での意図の読み取りを一層大切にしていきたい。



質問紙調査の結果

枚方市では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を推進し、自ら課題を見つけ、目的意識を持って学ぶ力や他者と意見を交
わしながら、新たな視点や考え方を取り入れる力を育成しています。本校でも昨年度から、児童自身が「誰と、どこで、どのように
学ぶか」を、自分で決める学習を研究しています。

国立教育政策研究所によると、（以後、国の調査）今年度の学力・学習状況調査の質問紙分析結果から、「 A.主体的・対話的
で深い学び」に関する回答と「 ※ B.ウェルビーイング」に関する回答との間には相関がみられるとあります。

以下に、本校の「 A.主体的・対話的で深い学び」に関する回答（左列）と「 B.ウェルビーイング」に関する回答（右列）を、左右
に並べて示しています。
※ウェルビーイング：身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期的な幸福のみでなく、生きがいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む
概念。（2025.01枚方市教育振興基本計画）
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「 A.主体的・対話的で深い学び」に関する回答 「 B.ウェルビーイング」に関する回答



国の調査によれば、「A.ICT機器活用効力感」に関する回答が肯定的な児童ほど、「B.自分と違う意見や新たな考えについて考
えること」に前向きな傾向がみられるとあります。
本校の「A.ICT活用効力感」の平均値は92.8ポイント、「B.自分と違う意見や新たな考えについて考えること」の平均値は84.6

ポイントと、両平均値ともに全国平均値より高いが、後者のポイントが低くなっています。
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国の調査によれば、「読んで理解すること」、「説明・発表すること」、教科の正答率に関する回答状況を分析した結果、両方肯定
的に回答したグループ（読書〇発表〇）の正答率が、他のグループより高く、いずれも否定的回答をしたグループ（読書✕発表✕）
は正答率が低かったとあります。

本校の「説明・発表すること」の項目は、全国を少し上回っていますが、「読んで理解すること」の項目は下回っています。
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「 A. ICT機器活用効力感」に関する回答

「B.自分と違う意見や新たな考えについて考えること」に関する回答

「読んで理解すること」に関する回答 「説明・発表すること」に関する回答



※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当てはまらない」「当ては
まらない」を示しています。

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。

（１）授業改善について

本校は「自ら学び、自他を尊重し、仲間と高めあえる子の育成」を目指し、基礎・基
本の習得と確かな学力の定着に、学校全体で取り組んでいます。

昨年度からは、児童が主体的に学習方法を選び、学習内容の理解度を深めるた
め、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実に向け、研究を進めています。
授業では、児童自身が「誰と、どこで、どのように学ぶか」を自己決定できる場面を
設け、学ぶ楽しさや達成感を味わえる授業づくりを目指しています。

今年度の全国学力・学習状況調査の結果および国立教育政策研究所の分析結
果から、自ら課題を見つけ、目的意識を持って学ぶ力や他者と意見を交わしながら、
新たな視点や考え方を取り入れる力が全国平均よりも上回っていました。この成果
は、ウェルビーイングの向上にもつながっていると考えられます。今後も自己決定を
大切にする授業づくりを継続してまいります。

本校のICT活用効力感は全国的にも高い水準です。国の調査によれば、ICT活
用への肯定的な意識は、「自分と異なる意見や新たな考えに前向きに向き合う姿
勢」に結びつくとされます。ICT機器の技能習得にとどまらず、児童同士の考えを共
有、比較し、深め合う学びを通じて、自分の考えを適切に表現したり、他者との違い
に気づいたりする力が育っています。今後もICTを効果的に活用し、新しい考えを
生み出す力の育成を図ってまいります。

（２）家庭学習について

国の調査によると、「読んで理解すること」と「説明・発表すること」の両方に肯定
的に回答した児童（読書〇・発表〇）は、教科の正答率が高く、いずれも否定的に
回答した児童（読書✕・発表✕）は正答率が低いという結果が示されています。

本校の「説明・発表すること」の項目は、全国を少し上回っていますが、「読んで理
解すること」の項目は下回っています。

今年度から、オビタイム（朝学習）の時間に、週に1回、読書の時間を設けています。
ご家庭においては、ぜひ親子で読書に親しんだり、子どもが興味のあることや得意
なこと・苦手なことについて気軽に話したりしていただければと思います。こうした取
り組みは、読書が「自分の考えを広げる道具」であることに気づかせ、目標をもって
学ぶ意欲や学ぶことを楽しむ心につながります。ご家庭での温かい後押しをよろし
くお願いいたします。

分析結果を踏まえて取り組んでいくこと
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